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令和４年度図書館運営に対する評価方法について 

 

区立図書館業務計画書に記載された千代田区立図書館の５つのコンセプトに基づき、毎年度の

図書館の運営状況について評価を行います。評価に際しては「図書館評価シート」を使用します。 

評価の結果は「千代田区立図書館運営評価」としてまとめ、区ホームページ等で公表するとと

もに、図書館運営の改善に役立てます。 

 

■評価の視点 

令和元年度は、①実績評価、②指定管理者による自己評価、③評議会委員の評価の３つの視

点から評価を行いました。令和２・３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響から、①実績

評価を行うことが困難であるため、②指定管理者による自己評価と③評議会委員の評価の２つ

の視点から評価を行ってきました。 

令和４年度については、ウィズコロナの中での図書館運営となりながらも着実に実績は伸び

てきており、コロナ禍の３年度と４年度の実績を単純に比較することは難しいため、３年度同

様２つの視点から運営状況を評価します。 

 

■評価の流れ 

千代田区図書館評議会にて、評価の参考とする指標を決定 

  ↓ 

各指標の実績・取組状況等を参考に、①指定管理者の自己評価と②評議会委員の評価を行う 

  ↓ 

①、②の評価を基に、コンセプト別に総合評価を行う 

 

■評価基準 

(1) 指定管理者による自己評価基準 

評価シートの左側に記載している参考指標等を踏まえて、指定管理者が下記の基準に沿っ

て４段階で自己評価を行います。自由記述欄には評価年度に実施した取り組みや改善点等を

記入します。 

  ア．「４年度実績」欄に実績を記入します（対元年度比・対３年度比は自動計算されます）。 

  イ．「実施状況等」欄には、４年度実績に対して業務の実施状況や工夫した点などを箇条書き

に記入します。 

  ウ．〈指定管理者による自己評価〉欄には、まず、各取り組み項目の評価欄に a～dの評価を

行い、その自己評価を簡潔に記入します。 

エ．次に、各取り組み項目の積み上げによる評価項目全体の自己評価として、自由記述によ

り業務の評価できる点や改善点等を記入します。 

  オ．最後に、評価項目全体の評価欄に a～dの評価を行います。 

評価（評価点） 評価基準 

a (3) 図書館として、優れた管理運営がなされている 

b (2) 図書館として、適切な管理運営がなされている 

c (1) 図書館として、やや不適切な管理運営がなされている 

d (0) 図書館として、不適切な管理運営がなされている 



資料２ 

 

(2) 評議会委員の評価基準 

評価シートの左側に記載している参考指標・実績等および①指定管理者による自己評価の

結果を基に、評議会委員による評価を行います。 

指定管理者の自己評価と同様の基準に沿って、４段階で評価を行うとともに、自由記述欄

には実績や指定管理者の実施状況等に対する意見と、次年度に向けた改善点・提案等を記入

します。 

 

(3) 総合評価基準 

①指定管理者による自己評価、②評議会委員の評価の結果を基に総合評価を行います。 

各評価における評価を点数（前表カッコ内の数値）に換算したのち、下記の計算式に基づ

いて総合評価を決定します。 

 

総合評価点数＝（①指定管理者の自己評価点数＋②評議会委員の評価×２）/３ 

 

総合評価点数 総合評価 

2.6以上 Ａ 

2.6未満 2.0以上 Ｂ 

2.0未満 1.0以上 Ｃ 

1.0未満 Ｄ 

 


